


－１－



－２－



－３－



B の場合

図５図４図３図２

図５図４図３図２

BABABAA

移動 済
A'

移動
A'

移動

［クレーンフック（センターキャッチ）を動かし重心を求める場合］

１）荷物全体を地切りをしない程度に少し巻き上げ、試し吊りをしてみます。荷が軽い方より地切り

 します。（図２参照）

２）クレーンフックを一度巻下げて、ワイヤロープスリングを自由位にした上でクレーンヘッドを重

 い方へ移動させて下さい。（図３・４参照）

３）この時点で重心位置が完全でない場合には最初の基本動作（クレーンの上下・左右の運動）を繰

 り返し行う事により、今度は荷物を動かさずに完全に水平に吊る事が出来ます。（図５参照）

２）吊り上げた状態で荷物が静止したら、ここでクレーンを巻下げて荷物を接地させると、固定位で

 のロックが解除され、センターキャッチは力学的な作動により自然に重心方向への水平移動を起こ

 し、重心の真上に位置します。（この時は自由位の状態）（図４参照）

３）この状態でクレーンを巻き上げると荷物は簡単に水平に吊り上げられます。（図５参照）

※ 地切りの場合、長尺物によくみられるのですが、吊り上げて下ろしたときに、接地面で荷物が滑

 る場合があります。そのような時にはワイヤロープスリングを自由位の状態にしてクレーンを滑っ

 た分だけ重い方へ移動させて下さい。（図４）
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